
はじめに

　製油所では、危険物である原油を精製してガソリン・ナフサ・灯油・軽油・重油・潤滑油などに分類し貯蔵および出荷を行っている。

　また、分留・精製工程で出る水素・メタン・エタン・プロパン・ブタンなどのガスも取り扱っている。

　これら石油製品の危険物は「消防法」、ガスは「高圧ガス保安法」により個々に規制されており、危険物と高圧ガスの災害を防止する目的で「石油コンビナート等災害防止法」がある。ここでは石油製品に対する防災設備と防災資機材および消火方法について述べる。

1． 防災施設

　　　製油所には｢石油コンビナート等災害防止法｣により、流れ出た油が製油所の外へ出

るのを防ぐ流出油防止提、火災が発生した時に使用する消火用屋外給水施設があるこの施設は、水量の供給・加圧ポンプ（内燃機関）・消火栓である。

非常通報設備は製油所における異常現象の発生について直ちに消防本部に通報（ホットライン）できる。

2． 防災資機材

陸上での防災資機材として、３点セット（大型高所放水車・大型化学消防車・泡原液車）と大型化学消防車があり又、自主的に粉末化学消防車も保有している。

海上の防災資機材として、オイルフェンス・オイルフェンス展張船・油回収船がある。

3． 所内通報体制

（１）火災災などの災害を発見したら直ちに「内線電話○○○番」または非常通報電話にて消防センターに通報を行う。

（２）通報を受けた消防センターでは、災害の規模により安全環境室長の指示をえて災害対策組織の発動と防災要員を召集するための一斉放送を行い、泡消火および消火用水ポンプの駆動を要請する。

（３）夜間・休日における従業員の招集は、一斉呼び出し電話（お伝え君）にて召集

する。

4． 災害対策組織

災害対策組織が発動されると、別表-1（組織編成表）に従い、男子従業員はそれぞれの組織に編入され災害に対応する。

5． 消火方法

（１）油火災

　　　　　大規模火災は泡消火で行い、小規模火災は粉末消火器にて行う。

　　　１）タンク火災

　　　タンクには、固定泡消火設備が設置されており、１５分～５５分で消火できる。

　　また、タンクの座屈を防止するため散水リングがついている。

　２）装置火災　　

　製造所には、固定消火設備が設置されており、消防車が到着するまではプラントの人間が消火活動を行う。

　（２）ガス火災

　　ガス火災は小規模火災を除いて圧力があるうちは原則として火を消さない、これはガスが充満し引火したとき爆発により二次災害を防止するためである。

　　ガス火災のときの消火活動は運転を停止し装置内の圧力を下げて（フレアースタックへ放出）窒素置換を行い火勢が衰えたら粉末消火を行う。防火活動として延焼防止するため付近の機器を冷却する。

　（３）電気火災

　　プラントの電気設備（モーターなど）の付近には、面積１００ｍ２に１個の割合で２０型粉末消火器が置いてあるのでこれにて消火する。計器室のコンピ－タ－

　　　　にはＣＯ２の消火器にて消火する。

　

· 大規模火災のときは、感電死を防止するため電源を遮断したあとに泡消火を行うこと。

6． 固定消火設備について

固定消火設備とは、水源よりポンプを経て防護対象施設まで泡消火配管を永久固定配管し、バルブの操作によって泡を放出して火災を消火するための方式である。

　（１）設備の概要（△△製造所の場合）

動力担当部署（2W/S）の海水ポンプ、原液ポンプより防護対象施設（タンク・プラント・桟橋）まで固定泡消火配管が設置されている。この泡消火配管の途中に初期消火をするためにＰＰＴ（Pressure　Proportioner　Tank）があり、まずここでバルブ操作を行って規定量の泡を放出させることができる。

タンクヤードにはタンクの名称などを記入した標示板を各所に取り付け火災タンクの早期確認を図る。

ＰＰＴ脇には操作盤（起動表示ランプ・容量変更ボタン・容量選定ボタン・モーターバルブ開閉ボタン（ﾌﾟﾗﾝﾄは除く）が組み込んである）と非常用電話（プラントは計器室内にある）が設置されており、火災時の操作および通報をここより行う。またＰＰＴに付属して泡消火栓・泡吐出口・消防車打込口およびブロー用ノズルが取り付けられている。　尚防災課と動力担当部署（2W/S）の間には、非常用電話と別系統で専用電話（直通）が設置されている。

　（２）防護対象施設

　　　　△△側固定消火施設の防護対象施設は次のものである。

1） 起タンクヤードのすべてのタンク、但しアスファルトタンク（T100-106、107）、

硫黄タンク（T7-101、T5-103）、球形タンクおよび用水スロップタンク(UV-1.2)

は除く。

2） 起桟橋（U-1,2,3,5,6,7,8,9）

３）５Ｔ／Ｐ・ＵＶ／Ｃ及び３Ｒ（U/B）・ＵＶ－１８タンク

４）ＦＣＣプラント

５）Ｇ／Ｆプラント

６）Ｐ／Ｒプラント

７）３Ｒ／Ｄプラント

　（３）ＰＰＴの設置基数および設置場所

　　　　午起側固定消火設備のＰＰＴ基数は１８基である

　（４）午起固定消火設備主要機器について

　　　　午起固定消火設備の主要機器は次のとおりである。

1） 水ポンプ

1 ディーゼル駆動（ＵＰＣ－２４８）

　　　能力　　　１５００　ton/hr　（25000　l/min）

　　　揚程　　　　１２０　ｍ

　　　回転数　　１１８０　rpm

2 モーター駆動（ＵＰＣ－２１）

　　　能力　　　３０００　ton/hr

　　　揚程　　　　６３．５m

2） ブースターポンプ（ＵＰＣ－２４７）

　　　　　能力　　　　４００　ton/hr

　　　　　揚程　　　　　８５　ｍ

３）原液ポンプ

3 ディーゼル駆動（ＵＰＲＯ－４８）

能力　　　　　４２　　m3/hr　　（７００　l/min）

揚程　　　　１４０　　ｍ

回転数　　１２００　　ｒｐｍ　

4 モーター駆動（ＵＰＲＯ－５０）

能力　　　　　　４２　m3/hr

揚程　　　　１２６　　ｍ　

4） 原液タンク　（ＵＶ－２５、２７、２８、Ｖ－２１３、Ｖ－６９４）

　　①容量　　　各１００００　Ｌ　（Ｖ－２１３　５０００　L）

　　②基数　　　５基　　　ＵＶ－２５　　　　　蛋白泡原液

　　　　　　　　　　　　　ＵＶ－２７，２８　　アルコエース３－３原液

　　　　　　　　　　　　　ＵＶ－２１３　　　　蛋白泡原液

　　　　　　　　　　　　　Ｖ－６９４　　　　　蛋白泡原液

　　③付属設備　液面検知装置

５）圧力混合器

６）ＰＰＴ

　（５）圧力混合器の混合方式について

　　　１）消火ポンプ混合器

　　　本装置の原理は２個のオリフィスにて構成されている。

１個のオリフィスは水を供給するものであり、他の１個は３％消火原液を供給

するものである。水と原液はそれぞれ独立したポンプにより等圧力帯に放出され

るので正確な混合をするためには、各オリフィスの入口圧力を等しくすることが

必要である。　この条件を満足させる為に液押し出し配管に等圧弁を設け、水圧

力と原液圧力を導き適正濃度の比例混合をさせるものである。

2） ＰＰＴ混合器

ＰＰＴ入口側より圧力水を送入すると、タンク内に水圧力が加えられる。この場合、圧力水はＵ字管より、一旦タンク上壁に当て消火原液を直接攪拌しないで内圧を高めと同時にエジェクター作用によりＰＰＴ出口側サイフォン管上部に真空圧を生じ、消火原液はタンク下部より押し上げられる。消火原液はＰＰＴ出口側にて水と混合し、所定の消火水溶液が作られる。

　









　（６）タンク火災の場合の操作方法

　　　　　火災発見と同時に発見者は最寄りの標示板にて、タンクＮＯ、ＰＰＴＮＯ、タ

ンク管理プラントを確認し、非常電話にて防災課へ通報する。

防災課は情報確認後、専用電話にて動力担当部署（2W/S）へ消火ポンプ起動を要請する。この場合、午起消火設備警報連絡装置のスイッチを押し回転灯および、警報ブザーを作動させて動力担当部員に知らせる。動力担当（2W/S）員は計器室又は消火ポンプ室にて消火ポンプ起動スイッチを押すと、海水ポンプ、原液ポンプが連動にて起動する（単独にても起動可能）。

　　　　　一方、防災課はタンク管理プラントを非常電話で呼び出し消火活動を要請する。

　　　　タンク管理プラントは該当ＰＰＴへかけつけ，ＰＰＴ操作を開始する。まずＰＰ

Ｔ防熱板に記載された、火災タンクの容量選定（大・中・小）を確定し操作盤の

容量選定ボタンを押す（消火ポンプ起動前でも良い）。次に火災タンク打込みバル

ブ（手動）を開け、その後操作盤の消火ポンプ起動表示ランプの点灯を確認後Ｐ

ＰＴ入口バルブ（電動）を操作盤ボタンにて開けると泡消火水溶液が火災タンク

に放出される。

　　　　　　また、タンクヤード等に泡を放射する場合には、該当泡消火栓に消防用ホー

スを接続して行う（操作方法は操作要領板に記載されている）火災が隣接タンク

にも及ぶ場合にはタンク２基同時に消火を行う。この場合には、ＰＰＴ操作盤に

標示してある、タンク打込みトータル容量を算出し、消火ポンプ混合器容量範囲

と比較し、容量選定を行う。この時容量を変更する場合には、操作盤の容量変更

ボタンを押したあと該当容量選定ボタンを押すこと。

　（７）プラント火災の場合の操作方法

　　　　火災発見と同時にプラント係員は計器室内非常用電話等にて防災課に通報する。

　　　防災課は情報確認後専用電話にて動力担当部署（2W/S）へ消火ポンプ起動を要請する。

この場合、午起消火設備警報連絡装置のスイッチを押し回転灯および、警報ブザー

を作動させて製造三係員に知らせる。

動力担当部署2W/S）員は計器室又は消火ポンプ室にて消火ポンプ起動スイッチを押すと、海水ポンプ、原液ポンプが連動にて起動する（単独にても起動可能）。

　　　　火災プラント係員および応援プラントの係員はＰＰＴに駆けつけＰＰＴ操作を

開始し泡消火栓にて初期消火にあたる。

　　　　　　　

　　　　　　　①容量選定ボタン（小容量）を押す（消火ポンプ起動前でもＯＫ）

　　　　　　　②火災発生場所を確認し、該当打込みバルブを開ける

　　　　　　　③起動表示ランプ点灯確認する

④ＰＰＴ入口バルブを開ける

　　　⑤泡消火水溶液放出

⑥泡消火栓を使用する場合は、火点より１５ｍ以上離れた泡消火栓に消防

ホースと泡ノズルを接続し泡消火栓元コックを開ける。
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